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慢
性
肝
炎
の
診
断
と
治
療

慢
性
肝
炎
の
診
断
と
治
療
は
、
近

年
に
な

っ
て
大
き
く
変
容
し
ま
し
た
。

中
で
も
慢
性
肝
炎
の
原
因
と
し
て
ベ
ー

ル
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
非
Ａ
非
Ｂ
型

肝
炎
が
、
１
９
８
８
年
に
Ｃ
型
肝
炎

と
し
て
姿
を
現
し
て
か
ら
、
慢
性
肝

炎
の
９５
％
は
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
ウ
イ

ル
ス
の
持
続
感
染
に
よ

っ
て
発
病
し
、

わ
が
国
は
諸
外
国
と
比
べ
て
Ｃ
型
肝

炎
の
比
率
が
高
く
患
者
の
半
数
以
上

を
占
め
、
そ
の
上
、
Ｃ
型
肝
炎
は
罹

患
年
数
が
３０
年
以
上
に
な
る
と
肝
硬

変
か
ら
肝
細
胞
癌
に
移
行
す
る
確
率

が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
た
め
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る

抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
の
あ
る
イ
ン
タ
ー

フ

ェ
ロ
ン
に
よ
る
治
療
が
根
治
療
法

と
し
て
期
待
さ
れ
広
く
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
Ｃ
型
肝
炎
の
ウ
イ

ル
ス
除
去
率
は
お
よ
そ
３
割
強
に
止

ま
り
、
治
療
抵
抗
性

の
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎

の
存
在
、
イ

ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン

の
多
彩
で
重
い
副
作
用
が
問
題
に
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
慢
性
肝
炎
の
先
行

き
に
不
安
を
抱
く
患
者
が
多
く
、
医

療
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
伴
い
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
を
治
療
に
取
り
入
れ
る
方
も
増

加
し
ま
し
た
。

慢
性
肝
炎
の
治
療
の
基
本

慢
性
肝
炎
は
臨
床
的
に
他
党
所
見
か

ら
活
動
型
と
非
活
動
型
に
分
類
さ
れ
、

治
療
に
よ
り
相
互
に
移
行
し
ま
す
が
、

特
に
活
動
型
の
慢
性
肝
炎
の
治
療
で
薬

物
療
法
に
先
行
し
て
基
本
的
に
大
事
な

こ
と
に
安
静
と
食
事

（高
タ
ン
パ
ク

・

高
ビ
タ
ミ
ン
食
）
が
あ
り
ま
す
。　
一
般

的
に
慢
性
肝
炎
が
活
動
型
と
診
断
さ
れ

る
と
入
院
を
勧
め
ら
れ
ま
す
が
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法
の
よ
う
な
薬
物
療

つ
た
め
だ
け

臥
床
安

障
害
下
し

循
環
量
を
状

の
け
る
いり
、

不
振
補
液
で
栄
す
る
る
た
な
お

ク
質

の

肝
細
胞

に
欠
か

も
の
で

慢
性
肝
炎
が
活
動
型
で
な
く
非
活
動

型
で
も
安
静
は
人
事
で
す
が
、
現
実
に

は
社
会
生
活
を
営
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
際
、
日
々
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
を
治
療
に
併
用
し
ま
す
と
、
肝

臓
を
流
れ
る
血
液
量
の

一
層
の
増
加
を

促
し
、
物
質
代
謝
を
高
め
て
肝
細
胞
の

再
生
を
促
進
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
ゆ
る

肝
障
害
の
治
療
に
有
用
な
作
用
を
及
ぼ

し
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
過
労
を

避
け
、
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
摂
取
は
極
力
ひ
か

え
る
等
の
養
生
も
常
に
求
め

ら
れ
ま
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
が

期
待
で
き
る
免
疫
力

の
強
化

サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
を

し
て
い
る
と
、
経
験
的

に

風
邪
を
引
か
な

い
と
言
う

方
は
大
勢
い
ま
す
が
、
免

疫
機
構

に
作
用
し
て
抗
ウ

イ
ル
ス
効
果
を
高
め
る
た

め
で
す
。
同
様
な
効
果
は
、

サ
ナ
モ
ア
を
慢
性
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎

の
治
療

に
使

っ

て
い
る
人

の
中

に
も
見
受

け

ら
れ
ま
す
し

す
な
わ
ち

肝
機
能
検
査
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
量
を

反
映
す
る
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
数
ケ

月
の
治
療
後
に
下
が

っ
た
こ
と
を
報

告
し
て
く
れ
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
じ
、
中
に
は
正
常
範
囲
に
な

っ

た
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

に
は
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
が
あ
り
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肝
細
胞
の
破
壊

（壊
死
）
を
最
小
限
に
止
め
、　
一
方

で
肝
細
胞
の
再
生
力
を
高
め
る
効
果

が
あ
り
ま
す
の
で
、
慢
性
肝
炎
が
活

動
型
に
移
行
す
る

の
を
予
防
す
る
と

共
に
進
展
を
抑
制
す
る
効
果
が
期
待

で
き
る
の
で
す
。

臨
床
的
治
癒
を
目
標
に

慢
性
肝
炎

の
治
療

の
目
的
は
、
肝

硬
変
、
肝
細
胞
癌

へ
の
進
展
阻
上
に

あ
り
ま
す
が
、
既
述
し
た
よ
う
に
未

だ
満
足
で
き
る
結
果
は
得
ら
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
を
治
療

に
併
用
す
る
方
は
増

え
ま
し
た
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

の
個
体
に
具
わ

っ
た
治
癒
力
を
高
め

て
肝
臓
を
庇
護
す
る
作
用
で
、
肝
炎

に
伴
う
炎
症

（活
動
性
）
を
抑
え
、
肝

機
能
検
査
の
値
を
持
続
的
に
改
善
さ

せ
、
臨
床
的
治
癒
の
状
態
に
近
づ
け
る

こ
と
を
目
標
に
治
療
し
て
頂
い
た
結

果
、
目
標
に
適
う
症
例
が
決
し
て
少

な
く
な
い
こ
と
を
述

べ
ま
し
た
。
な

お
こ
の
際
、
最
も
肝
要
な
こ
と
は
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
使
い
続
け
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
ｃ

t瑾 9ξ 多箸姜霧Ξダ毒禦肇fZ姜 2霞春量層兵撃策露吾翁曇暴豊ξ盈懇:召層1ダ 鱈∪懇最ダ島蔦景盟農諄

で
な
く慢性肝炎の治療

一基本的に大事なこと一

サォモア光線協会
サナモア中央診療所

医学博士 宇都宮 光明

発 行 所
〒153-0063
東京都目黒区目黒

4-6-18

サナモア光線協会

噺酬∞・５２・５３

禦
禁
棘
９３
‐２

話

３

３

電



llo 303 健康と光線 平成13年 10月 1日 (2)

息災 1腰音簿脊1柱1管1狭1窄1症‐

||■サ|ナ アヽ1光線1治療1院■|‐■■|

■鏡長■医学博士■宇1都1宮 |‐■エー範|

67歳、女性

腰痛。有大腿背側 の痛み と しびれ。 間

欠 4生跛行っ

2年前か ら、腰痛および有大腿

背側のア南みとしひア
´
しを自覚っ症状 は徐々

に増強 し、歩行時には杖が必要で 、間

欠性跛イ1・ (休み休みで な いと歩 けな い

状態 )とな った。 このため 1年前か ら、
近 医ベ インク リニ ック科 にて 、週 に 1

1コ、 1要部 に神経プ ロ ックを行 って きた

が、鎮痛効果が持続 しな いため、知人

の紹介で来 院 した c

左 倶JttA位にて 50分、 5灯 照射 を施行。
1要苦こ〔BID)、 大腿背 (員 1音БeD)、 足裏 (A
B)を 1豪射 すると同時に、膝関節 (AB)

を 211で前面か ら照射。

週 に 3回のベ ースで治療 を開始。 10回

徐々に痛みが軽 くな り、

251ヨ糸冬
~了
「寺には、 自宅か ら7台療院まで、

徒歩で約 20分の距離を、 1本まず に通 え

るよ うにな った。 この頃には、神経フ
゛

ロ ックを行わなくて も、 日常生活 に支

障を感 じる ことはな く、 40回終 了時点

で、痛みもほとん と,肖失 した。現在 、

時々、来院するが、良好 に経過 して い

くo,、            _

病
気
の
解
説

整
形
外
科
外
来
に
お
い
て
、
腰
痛

を
主
訴
と
す
る
患
者
は
極
め
て
多
く
、

厚
生
省

の
統
計
で
は
、
６５
歳
以
上
の

人
口
千
人
あ
た
り
、
男
性
で
」
人
、

女
性
で
お
人
が
、
腰
痛
を
訴
え
、
最

も
多
い
主
訴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
腰

痛
の
原
因
は
多
種
多
様
で
す
が
、
高

齢
者

の
場
合
、
特
に
、
加
齢
に
と
も

な
う
脊
柱
の
退
行
性
変
化
が
強
く
影

響
し
ま
す
。
退
行
性
変
化
は
、
脊
柱

を
構
成
す
る
椎
骨
、
椎
間
板
、
椎
問

関
節
、
靭
帯
、
脊
柱
筋
な
ど
の
い
ず

れ
に
も
生
じ
、
腰
椎
疾
患
を
複
雑
に

修
飾
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
、
高

齢
者
の
腰
痛

の
治
療
を
困
難
な
も
の

と
す
る

一
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
は
、
骨
粗
し

ょ
う
症
や
脊
椎
す
べ
り
症
な
ど
、
い

ず
れ
の
疾
患
が
根
本
に
あ

っ
た
と
し

て
も
、
最
終
的
に
到
達
す
る
腰
椎
疾

患

の
終
末
像
で
、
腰
痛
、
下
破
痛
、

下
肢
の
し
び
れ
、
間
欠
性
跛
行
、
下

技
筋
力
減
弱
、
下
肢
関
節
屈
曲

こ
う

縮
な
ど
を
呈
し
ま
す
。
本
症
例
に
も

見
ら
れ
る
間
欠
性
跛
行
は
、
特
徴
的

症
状

の

一
つ
で
す
が
、
こ
れ
は
、
起

立
、
歩
行
に
よ
り
下
技
に
疼
痛
、
脱

力
、
し
び
れ
を
き
た
し
、
起
立
、
歩

行
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、
数
分
間

休
息
し
た
後
に
軽
快

すヽ
る
と
い
う
症

状
で
す
．
も
し
、
５０

ｍ
程
度

の
歩
行

で
こ
の
症
状
が
出
現
す
る
な
ら
、
重

症
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
腰
痛
に
加

え
て
、
間
欠
性
跛
行
や
下
肢

の
し
び

れ
な
ど
を
認
め
た
場
合
に
は
、
下
肢

に
分
布
す
る
馬
尾
神
経
に
病
変
が
お

よ
ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。

病
気
と
光
線
療
法

疾
患
の
重
症
度
に
よ
り
早
な
り
ま

す
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
深
部

温
熱

。
鎮
痛
作
用
に
よ
り
、
早
け
れ

ば
数
回
の
治
療
で
、
確
実
に
痛
み
が

和
ら
ぎ
ま
す
っ
た
だ
し
、
神
経
根
部

の
圧
迫
が
強
く
、
下
肢

の
神
経
症
状

が
長
期
間
に
わ
た
る
場
合
な
ど
は
、

最
低
で
も

三
か
月
の
治
療
が
必
要
と

な
り
ま
す
ｃ
治
療
に
よ
り
痛
み
が
軽

減
し
た
な
ら
、
腹
筋
、
背
筋
や
下
肢

筋

の
廃
用
性
萎
縮
を
予
防
す
る
た
め

に
、
適
度
な
運
動
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
光
線
療
法
に
お
い
て

特
筆
す
べ
き
は
、
他
の
物
理
療
法
と

異
な
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
介
し
て
骨

を
丈
大
に
す
る
作
用
が
あ
る
点
で
、

一
時
的
な
鎮
痛
効
果
の
み
で
な
く
、

病
気
を
根
本
か
ら
治
す
治
療
法
と
言

え
る
の
で
す
。

腰
痛
や
随
伴
す
る
症
状
を
、
年
だ

か
ら
し
ょ
う
が
な
い
と
思
い
一込
ん
で

い
る
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
ｃ

何
せ
、
病
院
で
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ

る
の
で
す
か
ら
＾
仕
方

の
な
い
こ
と

で
す
が
、
決
し
て
あ
き
ら
め
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
現
に
、
い
く
ら
、
腰
痛

の

患
者
が
多
い
と
言

っ
て
も
、
腰
痛

の

な
い
方
も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。

腰
痛
で
お
悩
み
の
方
は
、
是
非
、
一
度
、

光
線
療
法
を
試
し
て
み
て
下
さ
い
。

症イク」

主訴

起女台
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サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

開
院
か
ら

一
周
年

昨
年
九
月

一
日
に
開
院
し
た
治
療

院
も
、
無
事
、　
一
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
多
く

宇都宮 正範

の
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
の
方
に
お
越

し
頂
き
、
ご
支
援
頂
き
ま
し
た
こ
と

に
は
、
ス
タ

ッ
フ

一
同
、
大
変
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
啓
蒙
、
普
及
に
、

一
層
、
尽
力
す
る
所
存
で
お
り
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第
五
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
開
講
の
ご
案
内

第
五
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養

成
講
座
を
、
秋
に
東
京
に
て
開
講
し

ま
す
。
本
年
最
後
の
開
講
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

≧ 11月 16日 0 午前11時～午後 5時

'、 11月 17日 0 午前10時～午後 5時 な

ミ 11月 30日 0 午前11時～午後 5時 F
(                )

'12月

1日 0 午前10時～午後 5時 ヒ
イメ`、′‐、′́ヽ

"′
、ヽ′‐、′′ヽ‐′ヽ、′‐ヽ/｀‐′`、′́́ヽ′`ヽ′`、′́、.ハ、′いヽ)

第
七
回
「
光
と
熱
研
究
会
」
の

お
知
ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料

で
す
。

日
時

¨
十
月
二
十
日
０
　
午
後
二
時

場
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

電
話

住
所

院
長
一
一一一一曰

台
／
庭
／
院
／
紹
／
介

薗
罹
園
繭
輛
Ｔ
量
）

●
九
二
―
五
七
二
―

一
五
七
三

〇
九
二
‐
五
八

一
―
二
●
三
九

福
岡
県
春
国
市

桜
ケ
丘
八
―
三

山
崎
い
く
子
先
生

亡
き
母
の
代
か
ら
先
代
宇
都

宮
義
真
先
生
に
師
事
し
、
現

在
は
、
宇
都
宮
光
明
先
生
と

正
範
先
生
の
ご
指
導
、
ご
後

援
を
頂
き
、
ご
愛
用
者

の
方

の
暖
か
い
ご
支
援

の
も
と
、

光
線
治
療
お
よ
び
治
療
器
と

カ
ー
ボ

ン
の
販
売
を
正
業
と

中 募 集 鐙

当協合の起彙に賛月され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力項ける方、治療院の

開業を検討なさりたい方は、

おF・lい合わせください

サナモア光線治療院

〒153‐ 0063
東京都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759‐ -3710
FAX (03)5759-‐ 3720

し
て
、
約
半
世
紀
に
わ
た
り
、

光
線
療
法
の
普
及
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
、
特
に

医
師
か
ら
治
癒
困
難
と
診
断

山

崎

い

く

子

先

生

御

夫

妻

さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
光
線
治

療
と
在
宅
光
線
治
療
を
続
け

る
患
者
さ
ん
の
心
身
の
ケ
ア

お
よ
び
治
療
器
の
メ
イ

ン
テ

ナ
ン
ス
を
致
し
て
お
り
ま
す
“

治
療
は
予
約
制
で
、
電
話
で

の
ご
相
談
は
、
常
時
受
け
て

お
り
ま
す
。

″
降
稽
踵
げ
―
‥―
‥―
‥ｔ
．．．

鰺 7
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☆
緑
　
内
　
障

症
例
　
５５
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
口取
近
眼
精
疲
労
、
目
の
か
す

み
を
自
覚
し
、
新
聞
の
文
字
が
読
み

取
り
に
く
く
な

っ
て
き
た
。
健
診
に

て
、
緑
内
障

の
疑
い
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
た
。
近
医
眼
科
に
て
精
査

し
た
と
こ
ろ
、
眼
圧
は
高
く

（３０

ｍｍ

ＩＩｇ
）
、
視
野
狭
窄
が
認
め
ら
れ
る
た

め
、
慢
性
緑
内
障
と
診
断
さ
れ
、
点

眼
薬
と
内
服
薬
を
処
方
さ
れ
た
。
弟

に
相
談
し
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を

勧
め
ら
れ
た
た
め
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
最
初
に
眼
部
に
、
Ａ
Ｄ

カ
ー
ボ

ン
に
て
、
集
光
器
を
用
い
、

開
眼
し
た
状
態
で
、
温
か
く
気
持
ち

の
良
い
距
離
を
保
ち
２０
分
行
い
、
次

に
、
後
頭
部
を
同
様
に
２０
分
照
射
し

た
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
に
て
、

腹
、
背
、
腰
、
膝
、
足
裏
に
各
１０
分

照
射
し
た
。
在
宅
光
線
治
療
は
、
眼

部
と
後
頭
部
を
中
心
に
、
で
き
れ
ば
、

朝
晩
、
二
回
照
射
す
る
よ
う
に
指
示
。

一
週
間
後
、
明
ら
か
に
自
覚
で
き
る

程
、
日
の
か
す
み
が
改
善
し
、
三
週

間
後
に
は
、
眼
圧
は
低
下
し
、
視
野

狭
窄
の
進
行
は
み
ら
れ
な
い
と
言
わ

れ
た
。
さ
ら
に
、
四
か
月
後
に
は
、

眼
圧
は
正
常
に
近
い
値
ま
で
低
下
し
、

視
野
も
医
師
の
見
込
み
以
上
に
改
善

し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
頃
に

は
、
不
快
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
目
の

か
す
み
も
ほ
ぼ
軽
快
、
物
を
見
る
苦

痛
か
ら
開
放
さ
れ
た
。
今
後
も
光
線

治
療
を
続
け
る
と
言

っ
て
、
仕
事
に

☆
薬
　
　
疹

症
例
　
７４
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　

身
体

に
掻
痒
感

を

認
め
た

た
め
、
近
医
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、

痒
み

に
対
す
る
薬
を
処
方
さ
れ
た
。

内
服
開
始
後
か

ら
、

徐

々
に
、

身

体

に
熱
感
を
認
め
、

全
身

に
痒
み

を
伴
う
発
疹

が
出
現
し
、

手
掌
や

足
底

の
皮
膚

が

一
部
剥
離
し
た
。

そ

の
後

、

他

の
部
位

の
皮
膚

に
も

同
様

の
症
状

が
出
現
し

て
き
た
た

め
、
知
人

の
紹
介
に
て
来
所
し
た
。

復
帰

し
た
ｃ

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

一
二
五
八

☆
尋
常
性
乾
癬

症
例
　
５３
歳
　
男
性

症
状
　
約

二
か
月
前
か
ら
、
頭
が
痒

く
、

フ
ケ
が
多
く
な

っ
た
こ
と
に
気

づ
き
、
そ
の
後
、
頭
、
顔
、
股
関
節
、

肘
関
節
な
ど
全
身
に
赤
く
も
り
あ
が

っ

た
発
疹
が
で
き
、
強

い
痒
み
の
た
め

不
眠
と
な

っ
た
。
病
院
に
て
、
尋
常

性
乾
癬
と
診
断
さ
れ
、
塗
布
薬
を
使

用
し
た
が
効
果
が
な
い
た
め
来
所
し

た
。

療
法
経
過
　
塗
布
薬

の
使
用
を
中
止

し
て
か
ら
、
治
療
法
を
指
示
し
た
。

・余

令̈

―

一・ｅ

＾
一＊

）

Ｖ

》

｛》

一Ｓ

・ヽ

＊
燎

・求

《

・余

《

来
所
時
は
、
微

熱
が
あ
り
、

全
身

に
発
疹
を
認
め
、

手
掌
や
足
底
、

上
腕

や
膝

の

一
部

の
表
度

が
剥
離

し
、

不
眠
と
食
欲
低

下
を
訴

え
て

い
た
ｃ

療
法

経
過
　

四
灯
照
射
法

に
て
開

始

。

カ
ー
ボ

ン
は

Ａ
Ａ
と
Ｂ
Ｄ
と

Ａ
Ｂ
を
適
宣
使
用
し
た
。

最
初
は

側

臥
位

に
て
、
腹

と
足
裏

３０
分
、

後

頭
部

１５
分
、

膝
一裏
１５
分
を
同
時

に
照
射
．

仰
臥
位

に
変
更
後
、

有

顔

面
、
左
胸
、
有
腰
、
左
膝
側
面
、

有

足
関
節

に
同
時

に
１５
分
照
射

。

爵1雪乱:書拿1景吉:彗〕:馳難:

Ａ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
を
使
用
し
、

頭
部

（頭
頂
、
側
頭
、
後
頭
）
、
顔
面
、
両

股
関
節
、
両
肘
関
節
、
そ
の
他
全
身

の
乾
癬
部
に
対
し
て
、
各
３０
分
以
上
、

今
本̈
一一Λ
」一Ｘ
↓
↑
Ｖ
，〕Ｖ
一一・Ｖ
））
一こ
））
ぶ
＊
・Ж
〓Ж
本
（

そ

の
後
、
左
顔
面
、
有
胸
、
左
腰
、

有
膝
側

面
、

左
足
関
節

に
１５
分
同

時

に
照
射

し
た
。

治
療

は
連

目
行

っ
た
が
、

二
日
目
か

ら
、

発
疹
が

軽
減
し

、

三
日
目
よ
り
食
欲

も
回

復
、
十
分
睡
眠
で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
．

表
皮

の
剥
離

し
た
部

分
も
改

善
し

て
き
た

の
で
、

七

日
間

で
当

院

で

の
治
療
は
終
了
し

、

今
後
は

在
宅
治
療

を
続

け
る
よ

う

に
指
導

し
た
。　
　
　
川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡
　
一
一
百
一氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七

痒
み
が
止
ま
る
ま
で
照
射
し
、
次
に

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、
足
裏
、
膝
、

腹
、
腰
を
各
部
２０
分
照
射
す
る
よ
う

指
示
．

一
週
間
後
、
電
話
連
絡
に
て
、

顔
面
の
表
皮
が
む
け
て
み

っ
と
も
な

い
と
の
連
絡
を
受
け
た
の
で
、
辛
抱

強
く
続
け
る
よ
う
に
指
示
。
ま
た
当

院
に
お
い
て
、
多
灯
照
射
も
並
行
し

て
施
行
し
た
が
、
一
一
回
終
了
時

に
、

乾
癬
部
の
赤
み
は
消
矢
し
、
痒
み
も

頭
部
以
外
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
三

回
終
了
時
に
は
、
顔
面
は
と
て
も
き

れ
い
に
な
り
、
他
の
病
変
も
ほ
ぼ
軽

快
し
た
。
今
後
も
、
再
発
防
止
の
た

め
、
光
線
治
療
を
続
け
る
よ
う
指
示

し
た
っ

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
九
二
人

一
コ
一
‐ ‐
一
“
〓
勁 lml東1京光1線1療1法研究‐所

ム
ロ 験

Ｅ
Ｘ
キ
〒
生
ロ
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は

じ

め

に

転
ん
だ
り
、
ぶ
つ
け
た
り
し
て
で

き
た
傷
口
に
サ
ナ
モ
ア
を
照
射
し
て
、

サナモア光線治療院院長 医学博士 宇都宮 正範

― 手 術 と言 わ れ た ら一

れ
い
に
治
癒
し
ま
す
。
こ
の
事
実
は
、

多
く
の
愛
用
者
が
実
際
に
体
験
さ
れ
、

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
案

外
、
手
術
前
後
で
サ
ナ
モ
ア
を
使
用

驚
く
ほ
ど
早

く
傷
国
が
ふ

キ系
り

、
治
っ

た
経
験
を
お

持
ち
の
方
は
、

た
く
さ
ん
い

る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
実

際
、
サ
ナ
モ

ア
を
皮
膚

の

創
傷
部
に
照

射
す
る
と
、

局
所
の
感
染

を
予
防
す
る

と
と
も
に
、

血
液
循
環
を

改
善
し
、
消

炎

・
鎮
痛
効

果
を
発
揮
し
、

組
織
の
再
生

を
促
す
た
め
、

傷
の
痛
み
は

和
ら
ぎ
、
き

横浜市 高田様

C型肝 炎 と診断 されて 7年程 にな ります。 日′F年 12月 の検査結果で 、
肝臓 に月重瘍がで きて いる ら しい事が分 か った際、実 父にサナモ ア光線

を薦 められて 、半信半疑で 治療器 を購 入 しま した。 また、 ただ 入院の

順番 を待 つて いるのが 辛 く、 サナモア光線治療 院を訪れ ま した。全身

に照射 して も らうと、 とて も ,と、地 よ くス ー っと身体が軽 くなる よ うな

気がす るの と ●l時に、身体 の奥 に光線が入 り込んで行 くよ うな感 じが

します。 リラクゼ ー シ ョンが、近 頃流行 って いますが、私 に は、最 高

の リラクゼ ーシ ョンに思われ ます。光線治療院 は、 入院するまで の間、

週 に 21劇、 入院 中も夕|、泊許可が お りる と、一 目散 に光線治療 院へ行 き

ま した。宇都宮先生 は、光線 を照射 して いる と、手術 した後 の縫合状

態が とて も良好 になる はずだ とお っしゃって いま した。 本当 にそ の通

りで 、手術後、傷の消毒 に 5人程 の医師達が交代で 回診 に来 ま したが、
す ごい回復ぶ りだ とそれぞれ感嘆の声をあげて いま した。「 術後 1週間 !

うそだ あっ !すごいね !Jと 。 また、看護婦 さん達 も「 こんな患者 さ
ん 見た ことな い。特 別 に何かや って たのですか ?」 とか「 この病 院始

ま って以来 、 5本 の指 に入る程 の回復で す よJと 。 院内の通路で 、私
の手術 に関わ って 下さ つた先生方 に出会 うごとに、みなさんが「 す ご

い回復なんだ って ね Jと声 をか けて くれ ま した。 入院中、 同室 の方 は
5人程 いま したが、 みなさん私 よ りも先 に手術 されて いるにもかかわ
らず、 その方々 よ りも 1週間 も早 く退 院で きたの は驚異 と しか言 いよ

うが あ りません。術後 4か月程経 ちま したが 、検査結果 は良好で 1贋調

に回復 して いるよ うで す。 傷 の方 もかな り平 らにな り、 見た 目もきれ

いにな って きま した。思 いや りのな い医療 に憤 りを感 じて いら っしゃ

る方、是非 、サナモ ア光線 治療 院を訪れて くだ さ い。 こんな に人にや

さ しい医療があ ったんだ と思 うはずです。一人で も多 くのサナモアフ ア

ンが増 える ことを願 って止み ません。

す
る
と
、
術
後
の
体
力
回
復
や
手
術

創

の
縫
合
不
全
を
予
防
す
る
効
果
が

あ
る
こ
と
を
、
ご
存
知
な
い
方
が
い

ら

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
（）

手

術

前

か

ら
始

め

よ

う

も
し
、
何
ら
か

の
病
気
で
、
手
術

を
受
け
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
少

し
で
も
体
力
を
増
強
し
、
手
術

に
備

え
よ
う
と
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
栄

養

の
バ
ラ
ン
ス
や
カ

ロ
リ
ー
を
考
え

て
食
事
を
摂
取
し
、
な
る

べ
く
ス
ト

レ
ス
を
避
け
、
規
則
的
な
生
活
を
心

が
け
る
と
い

っ
た
こ
と
は
、
だ
れ
で

も
が
や
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
加
え

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
ｃ
も
ち
ろ

ん
、
手
術
後
の
回
復
は
、
病
気

の
種

類
や
重
症
度
、
手
術

の
術
式
な
ど
に

よ
り
差
が
出
る

の
は
当
然
で
す
が
、

手
術
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
多
く
の

検
査
を
受
け
、
悶
々
と
し
た
日
々
を

過
ご
し
、
食
欲
も
減
退
し
、
ふ
さ
ぎ

こ
ん
だ
状
態
で
過
ご
し
て
、
健
康
状

態
を
良
好
に
保
て
る
わ
け
が
あ
り
ま

せ
ん
。
術
後
の
縫
合
不
全
は
、
栄
養

状
態
が
不
良
で
、
免
疫
力

の
低

下
し

た
患
者
に
お
い
て
、
圧
倒
的
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
ｃ
術
前
に
は
、
少
し
で

も
自
身
の
治
癒
力
を
高
め
る
努
力
を

す
べ
き
な
の
に
、
病
院
で
は
、
検
査
、

検
査
で
、
本
人

の
治
癒
力
を
高
め
る

こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
ま
す
。

で

す
か
ら
、
も
し
、
医
師
か
ら
手
術
を

宣
告
さ
れ
た
な
ら
、
是
非
と
も
、
術

前
か
ら
光
線
療
法
を
行
う

こ
と
を
勧

め
る

の
で
す
。
そ
の
効
果
は
、
術
後

の
回
復
過
程
に
お
い
て
、
き

っ
と
表

れ
る
は
ず
で
す
。

手
術
そ
の
も

の
は
、
医
師
が
行
う

の
で
、
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
じ

っ
と
そ

の
時

を
待

つ
の
で
は
な
く
、
光
線
療
法
で

少
し
で
も
治
癒
力
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
、

ご
理

解
頂
く
た
め
に
、
今
回
、

ご
自
身

の

貴
重
な
体
験
を
掲
載
す
る

こ
と
を
快

諾
し
、
寄
稿
し
て
下
さ
い
ま
し
た
高

田
様

（横
浜
市
在
住
）

の
体
験
談
を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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ど
ん
な
人
に
も
使
え
ま
す

病
気

の
治
療
法

に
は

二
通
り

の
方
法

が
あ
り

ま
す
。
病
院
の
治
療
は
、

殆
ど

の
場
合
、
病
名
診

断

に
集
づ
く
治
療

で
特

異
的
治
療
法

と
呼
ば
れ

ま
す
が
、

サ
ナ

モ
ア
は

個
体

に
具
わ

っ
た
自

然

治
癒
力

を
高
め
る
治
療

で
非

特

異
的
治
療
法

と

呼
ば
れ
る
範
疇

に
属
し

ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
の
理
念
は
、

生
命
を
育
ん
だ
太
陽

の

恵

み
を
応

用
す
る

こ
と

で
、

生
命
力

の
根
幹

を

な
す
生
体

の
平
衡
状
態

（ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ィ
ス

。

生
体
恒
常
性
）

を
調
節

し
、

健
康
体

に
す
る

こ

と
で
す
。

し
た
が

っ
て

虚
弱
体
質

の
改
善
か

ら

病
気

の
治
療
ま

で
広
範

囲
に
応

用
で
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
病
名
が
付

く

ほ
ど

で
は
な
く
て
も

具

合
が
悪

く
て
悩
ん
で
い

る
人
か

ら
、

病
名
は
付

い
て
も
治

ら
ず

に
苦

し

ん
で
い
る
慢
性
病

の
患
者
ま
で
、
ど

ん
な
人
で
も
使

っ
て
効
果
の
あ
る
、

副
作
用
の
心
配
の
な
い
治
療
法
で
す
。

〃か
け
過
ぎ
〃
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん

サ
ナ

モ
ア
の
愛

用
者
か
ら
、
「
光

線
療
法
学
」
に
書
い
て
あ
る
照
射
時

間
を
超
え
て
光
線
を
か
け
た
い
が
、

と
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
な
ま
じ
本
に
照
射
時
間
が

書
い
て
あ
る
た
め
、
か
け
過
ぎ
は
害

に
な
る

の
か
と
余
計
な
心
配
を
お
掛

け
し
た
の
で
す
が
、
本

の
時
間
は
最

短
時
間
で
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
な

ら
本

の
時
間
の
２
～
３
倍
は
か
け
た

方
が
効
果
も
早
く
出
る

こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
。

実
際
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
で

は
つ
ら
つ
さ
ん
に
は

ジ
鶴
イ
ン
ト
カ
■
ボ
ン

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
芯
剤

を
完

全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も

効
果

の
あ
る

ス
ベ
ク
ト
ル
を
合
む

光
線
を
枚
射
す
る
よ
う

に
、
正
面

か

ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る

正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ

モ
ア
７
号

器

ｏ
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強

で
切
れ
、
長
時
間

の
照
射

に

は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。

こ
の
点
を
改
良

し
た
の
が
全

は
、
密
開
さ
れ
た
空
間
内
で
四
台
か

ら
五
台
の
光
線
治
療
器
を
用
い
て
４５

分
前
後
照
射
す
る
ル
ー
フ
式

マ
ル
チ

ア
ー
ク
療
法
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
際
の
照
射
時
間
を
４５
分
と
し
て

単
純
計
算
す
れ
ば
、
四
台
で
１８０
分
、

す
な
わ
ち
３
時
間
で
す
。
こ
れ
で
も

″か
け
過
ぎ
″
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

照
射
時
間
が
長
い
だ
け
水
分
を
失
い

ま
す
の
で
水
分
の
補
給
は
大
切
で
す
。

他
に
疲
労
感
、
肌
が
赤
く
な

っ
て
風

呂
で
し
み
る
こ
と
が
あ
る
位
で
、
光

線
皮
膚
炎
を
起
こ
す
こ
と
は
め

っ
た

に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
起
こ
し
て
も
使

い
続
け
て
皮
膚
が
慣
光
性
を
獲
得
す

れ
ば
簡
単
に
治
り
ま
す
。

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ

ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定

で
き
、
時
間
に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト

で
き
る
サ
ナ

モ

ア
カ
ー
ボ

ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的

に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

な
お
は

つ
ら

つ
さ
ん
ご
使

用
の

際

に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ

ン

ト
カ

ー
ボ

ン
以
外

の
カ
ー
ボ
ン
は

絶
対
に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

使
用
上
の
注
意
は
、
「
は
つ
ら
つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
っ

サ
ナ
篭
ア
光
線
協
会
は
、
太
陽
光
線
こ
そ
健
康

を
増
進
す
る
機
整
０
恵
み
の
源
壌
で
島
り
、
生
命

独錢鶴麟ぽ鱗罐“濤続が織醸賦鋤銭か場踊

ス
ベ
ク
■
ル
光
線
を
放
射
す
る
サ
ナ
モ
ア
光
線
癬

法
の
警
蒙
、
警
及
活
動
に
努
め
る
こ
と
で
、
国
民

の
健
康
、
福
祉
に
貢
献
し
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
は
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

に
対
す
る
認
撫
と
評
価
を
高
め
る
た
め
、

Ｔ
↓
季
鷲
畿
、
「健
康
と
光
線
」
勢
発
行
”

■
い
サ
．，
等
ア
光
線
治
療
節
の
機
菫
‐と書
域
。

の
豪
難
な
行
け
ま
す
Ｆ
　
一一　
・．
・　
　
　
一

・

．　

　

一サ
ナ
弩
ア
光
繊
轟
会

・

ー

二 八    .

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）
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